
【添付】

１９６３年 （昭和３８年） 「奈良県手をつなぐ親の会」結成

１９６４年 （昭和３９年） 「奈良県手をつなぐ親の会」設立総会

１９６６年 （昭和４１年） 第３回総会に於いて養護学校設立について決議　　各関係方面に請願書提出

１９６９年 （昭和４４年） 啓発活動の一環として「愛のひとしづく運動」後の「この子らを世の光に」運動

鉛筆販売開始

１９７１年 （昭和４６年） 西の京養護学校開校

第１回奈良県福祉振興大会（研究大会）（於、橿原市立畝傍南小学校）

１９７２年 （昭和４７年） 第２回奈良県福祉振興大会（研究大会）（於、三郷町）（以後各地で毎年開催）

１９７３年 （昭和４８年） 全県に運賃割引署名運動展開・運輸大臣に陳情

療育手帳交付

県知事・県議会・教育委員会に対し南部養護学校早期開校の請願

１９７４年 （昭和４９年） 県立養護学校設立運動署名陳情

１９７５年 （昭和５０年） 県立大淀養護学校開校

１９７６年 （昭和５１年） 県立高等養護学校開校

第１５回近畿精神薄弱者福祉大会が本県橿原市にて開催

１９７７年 （昭和５２年） 精神薄弱者担当職業相談員制度発足と同時に１名配置（高田公共職業安定所）

福祉作業所建設資金カンパ運動を全県に実施

１９７８年 （昭和５３年） 県内初の福祉作業所が五條市に誕生

１９７９年 （昭和５４年） 養護学校義務制発足

第１回青年教室開催（本人の余暇活動）　以後年１０回開催

１９８０年 （昭和５５年） 第１回新成人のつどい開催　以後毎年開催

１９８１年 （昭和５６年） 国際障害者年スタート

１９８２年 （昭和５７年） 第１回奈良県知的障害者・児体育大会開催

１９８７年 （昭和６２年） 二階堂養護学校開校

奈良県手をつなぐ育成会在宅障害者自立訓練事業所開所

１９８８年 （昭和６３年） 「社団法人奈良県精神薄弱者育成会」設立

１９９０年 （平成　２年） 「障害者の日」街頭啓発実施

１９９１年 （平成　３年） 第１回奈良県ゆうあいスポーツ大会全国大会参加

１９９２年 （平成　４年） 施設建設委員会発足

１９９３年 （平成　５年） 入所更生施設建設決議

１９９６年 （平成　８年） 「社団法人奈良県手をつなぐ育成会」に改名

１９９９年 （平成１１年） 「精神薄弱」の用語が「知的障害」に改正

奈良県障害者１１０番相談室「ホットラインほほえみ」　受託

２０００年 （平成１２年） 第４９回全日本手をつなぐ育成会全国大会　なら大会開催

２００１年 （平成１３年） 社会福祉法人「奈良県手をつなぐ育成会」創設

２００３年 （平成１５年） 入所更生施設「やすらぎの丘」ならびに通所授産施設「たかとりワークス」開所

支援費制度施行

「青年教室」を「本人の会・サンメイト（太陽のなかま）」としてスタート

２００５年 （平成１７年） 奈良東養護学校開校（旧西の京養護学校と旧七条養護学校との統合）

２００６年 （平成１８年） 障害者自立支援法施行　・特別支援教育スタート

２００７年 （平成１９年） 西和養護学校開校

２００８年 （平成２０年） 奈良西養護学校開校

奈良県手をつなぐ育成会在宅障害者自立訓練事業所を

社会福祉法人奈良県手をつなぐ育成会へ移管

２０１２年 （平成２４年） 「一般社団法人奈良県手をつなぐ育成会」に改名

２０１３年 （平成２５年） 奈良県手をつなぐ親の会結成５０周年記念事業開催・（於：大和高田市）

障害者総合支援法一部施行(４月)    障害者優先調達推進法施行(４月)

障害者虐待防止法施行(１０月)

２０１４年 (平成２６年） 障害者権利条約批准（１月）   ・ 障害者総合支援法完全施行（４月）

全国手をつなぐ育成会連合会設立（７月）

2016年 （平成28年） 障害者差別解消法施行（4月）　・改正障害者雇用促進法施行（4月）

奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例施行（4月）

第55回　近畿知的障がい者福祉大会・奈良県大会開催（11月）

2017年 (平成２９年) 奈良県手話言語条例施行（4月）    

「平成３０年度　報酬改定要望集会　奈良」の開催（１２月）

2019年 (平成31年) 第五回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会京都大会参加

サンメイトが本人大会第１分科会「はたらくトークみんなで話し合おう」を担当

2020年 (令和２年) 全国手をつなぐ育成会連合会が「一般社団法人格」を取得（４月１日付け）

◇◇◇ 　⼀一般社団法⼈人奈良県⼿手をつなぐ育成会のあゆみ 　◇◇◇
手をつなぐ育成会とは・・・

　全国においては、１９５２年（昭和２７年）３人のお母さんたちが社会的差別を受けていた「知的な障害」

のあるわが子のしあわせを願い、医療・療育・教育・福祉・就労等々の施策の整備、充実を求めて、

仲間の親たちで手をつなぎ、関係者・市民の皆さんに呼びかけて「手をつなぐ親の会」（現・手をつなぐ

育成会）を発足しました。

28市町村に於いて啓発活動を展開しています。

◎沿革　奈良県手をつなぐ育成会のあゆみ

　その呼びかけに応えて、奈良県においても障害児学級の先生とお母さんが立ち上がり、１９６３年（昭和

３８年）に「奈良県手をつなぐ親の会」（現・育成会）が結成されました。奈良県では２９市町村に支部が

あります。全国では５５団体（４７都道府県育成会と８政令指定都市育成会）で構成され、その連合体が

「一般社団法人全国つなぐ育成会連合会」です。

　「知的な障害」のある「本人」たちが、社会の一員として、親なき後も支援を受けながら「自立」し「地域で

安心して豊かに暮らす」ための地域づくりを目指し、啓発活動を展開しています。


